
12令和 3年 5月号

きょういく通信
　
大
山
町
に
あ
る
歴
史
・
文
化
・
産
業
・

自
然
な
ど
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
、
た
く

さ
ん
の
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
魅
力

と
可
能
性
を
伝
え
て
い
く
講
座
で
す
。

　
年
6
回
、
大
山
・
名
和
・
中
山
公
民
館

主
催
で
2
回
ず
つ
行
う
予
定
で
す
。
活
動

内
容
及
び
、
今
度
の
予
定
な
ど
を
広
報
だ

い
せ
ん
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

『
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座
』と
は

第
１
回 

大
山
町
ま
る
ご
と
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
和
公
民
館
）

　
今
年
度
第
１
回
目
は
、
御
来
屋
漁
港
で

獲
れ
る
新
鮮
な
魚
を
美
味
し
く
加
工
す
る

「
ア
ジ
と
カ
レ
イ
の
干
物
づ
く
り
」
に
挑

戦
し
ま
す
。

　
講
師
に
お
魚
セ
ン
タ
ー
み
く
り
や
の
角す

み

尚ひ
さ

諭と
し

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
プ
ロ
が
作
る

干
物
の
〝
コ
ツ
〟
を
伝
授
し
ま
す
。

◆
日
時　
５
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　
漁
村
セ
ン
タ
ー
御
来
屋

◆
参
加
費　
一
人 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
含
む
）

◆
定
員　
12
名

◆
申
込
締
切　
５
月
13
日
（
木
）

◆
申
込
・
問
合
せ
先　
名
和
公
民
館

　

０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

令和２年度中山公民館主催大山町まるごと講座（第５，６回）を行いました

　
２
月
27
日
、生
活
想
像
館
を
会
場
に
、

中
山
ゆ
か
り
の
音
楽
家
５
組
が
、
オ
カ

リ
ナ
・
ホ
ル
ン
・
フ
ル
ー
ト
・
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ボ
エ
の
温
か
く
て
華
麗

な
演
奏
を
披
露
し
、
85
名
の
参
加
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
楽
器
の
特
徴
や
日
ご
ろ
の
活
動
状
況

の
紹
介
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
演
奏
に

は
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
動
の
言

葉
も
多
く
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
癒

し
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
悪
天
候
で
順
延
し
た
「
岩
井
垣
城
跡

を
歩
く
」
が
３
月
14
日
に
行
わ
れ
、
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
ル
ー
ト
を
注
意
深
く
歩

き
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
城
の
護
り

を
目
の
当
り
に
す
る
と
と
も
に
、
要
所

で
の
解
説
に
聞
き
入
り
な
が
ら
２
時
間

の
道
程
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
『
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
こ
ん
な

大
規
模
な
城
跡
が
こ
ん
な
に
し
っ
か
り

残
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
‼
』『
こ
の
道
は

こ
こ
に
出
て
く
る
ん
だ
』
と
参
加
者
か

ら
様
々
な
感
想
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

▲渡邉芳恵さんの伴奏によるフルート演奏

▲アンコールは即席の６重奏

▲静かに佇む箆津豊後守敦忠の墓を訪ねて

▲ここが大手門跡です

第
６
回
『
岩
井
垣
城
跡
を
歩
く
』

第
５
回
『
な
か
や
ま
音
楽
祭

mini
』

『
御
来
屋
の
魚

魅
力
追
究
』


